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水上勉の 《救済》の観念

―『五番町夕霧楼』を中心に―

孫 〓

要

妓女,文学史上不可戎紋的角色｡妓女,苦ヌ住､悲哀､凄惨的代名詞o但是篭 者 汰

力日本作家水上勉在 《越前什人形》､《肌怯海峡》､《雁的寺》《五番町夕霧楼》 等 作 品

中塑造的妓女形象却是寛容､慈悲与斥呪O同吋値得注意的是,水上文学中的妓女雪男

主人公多数没有性英系D水上如此描写的 目的何在?妓女.対干水上而言,是否具有某

秤特殊的意又?本文以 《五番町夕霧楼》的妓女夕子力中心 ,武田凡退些通背常理的描

写中,探り水上文学中妓女的慣性,以及妓女在苦稚中的 "自救 ■'与 "他救 "的博大的

生存方式 ｡仇両辺一歩考察水上文学的思想根源,即中国禅宗 "本来尤一･一一物 "思想対水

上文学的潜在影的 ｡ 与此同吋,本文武田掲示始賛美注貧困､弱勢群休的水上文学的社

会研低｡

キーワー ド･･････娼妓 救済 慈悲 仏性 本来無一物

はじめに

水上勉の 『五番町夕帝楼』は､『別冊文垂春秋』に昭和 37牢 (1962年)9月か ら翌年の 2月

にかけて発表 された｡主人公の夕子は貧困家庭に生まれたがゆえに京都五番町の遊郭 ｢夕霧楼｣

の娼妓となり､西陣帯織元である大旦那の竹末甚道に水揚げされながらも故郷寒村の幼馴染み

の横田正順に想いを抱いている｡その正順は酷い吃りの劣等感を持つ学僧で､風間寺に放火 し

た後に自殺､そして夕子は正順の後を追うようにして正順が眠る菩提寺の墓場で命を落とすと

いう小説である｡

本作品の注目すべき点は二つあると思われる｡一つは､正順の風間寺放火の動機を推察すべ

く娼妓を登場させて ｢放火動機をあぶり出す手法｣王)を取っていること｡もう-つは､婦蕨で

ある夕子の運命を書いていることである｡一般的に遊郭における娼妓を描く作品は､薄幸や悲

哀などをテーマにするのであろうが､水上の本作品はそうではない｡水上はなぜ娼妓に注目し

たのだろうか｡水上文学における娼妓のイメージはどのようなものか｡水上は娼妓の生き方を

どのようなものと考えているのかOまた､夕霧楼童かつ枝と娼妓達の織 り成す生活模様を家庭
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的に描いているが､その意図は何なのか｡以上のよ うな問題を解明すべく､1節においては､

女性の自己救済の観念を考察する｡

また､もう-一つ注目すべきところは､本作品の舞台が遊郭でありながら直接的な性的描写が

見られないことであるoこれは､どうしてなのか｡水上の性に対する観念を考察したいO次に､

2節においては､女性の男性に対する 《救済》の観念を考察したい｡水上は ｢二度めの､この

与謝のひとり旅の時にも､『五番町夕霧楼』とい う小説を審こうとい うような､はっきりした目

的はもっていなかった｣ 2)と言 う｡そ うであるならば,どうして書く寛になったのかOその水

上の心中はどのようなものであったのであろうかOこれらの点について考察を行うO

水上は､『｢般若心経｣を読む』の率で､｢死して百日紅や椿になる｣ 3)と番いているが､本作

品 の 重要な場面でもその ｢百日紅 ｣ を描いており､両者はどのように関係 しているのかを考え

てみたいO仏教と関連があると思われるので､その視点から考察したい｡特に中国の慧能禅と

の関連性が見られるので､3節では､それを考察することで､水上の 《救済))の観念の原点を

探求したい｡

終わりに､4節では､『雁の寺』と 『金閣炎上』において､本作品と同様の 《救済》の観念が

認められるかどうかなどについて考察 したい｡以上のような考察を通 して､水上の 《救済》の

観念を明らかにしたい｡

1 女性の自己救済

遊郭の娼妓は 『雁の寺』以降､水上がしばしば登場させている重要な登場人物であるが､こ

れについて､平野謙は､｢女主人公の恨みのためである｡ それを著者の社会的ヒューマニズムな

どといっては､いかにもそらぞらしくなる｡もっと著者自身の身についた人間生存の恨みや悲

しみが､そこにはじみ出ている｣4)と述べているo平野は水上文学が社会の底辺に女性の哀 し

さというような共通の主題の中､水上自身の恨みを入れて､人間生存の悲哀と苦難を示したと

考えている｡すなわち､水上は自身が苦難､貧困の経験があるので､貧困者の代弁者として薄

幸の女性の怨念と憎悪を小説に書いて､人間の恨みや悲しみをその行間に弛み込ませているO

『五番町夕霧楼』を表面的に見ると､水上が夕子の薄幸を明らかにして社会を批判 しているか

に見える｡ これが 『五番町夕霧楼』を創造した真の目的なのだろうか｡そうではなく､水上は

この小説で娼妓の自己救済と男性に対する心の救済や慈悲の心､苦痛ではなく幸福を感 じる寛

持ち､あるいは人間の心の深層に潜んでいる善や悪などの人間性を示 したと私は考える｡そこ

で､凍上文学における夕子達の運命と生き方に関する叙述について考察 してみようQ

『五番町夕霧楼』には､夕子は病身の母の医療費を稼ぐために京都西陣五番町の遊郭夕霧棟

に入った｡一般的には､売られた夕子は両親､あるいは社会に恨みを抱くに違いなく､娼妓と

しての夕子は卑下や自己嫌悪とい う気持ちを持っているはずだと考えられる｡ しかし､水上は
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そのような常識 とは別の形で夕子を描写したo作品の中で注目すべきは､次の点であるO

① 水上の考えでは､夕子あるいは娼妓は不幸であろうか｡

② 人間には悪､醜､罪､欲などを持っているが､夕子達はそれらをどのように浄化 してい

るのか｡

③ 貧困､富裕､卑下､崇高､苦難､不幸などについて､水上はどのような評価基準を示し

ているのか｡

以上について､夕子の思想､行為､言葉を通 して､水上が何を暗示 しているか考えてみたいO

夕子が我が身の春を売って金銭を稼いでいるのは､ ｢お母はんの病気も早 うなおしたげんな

らん｣5)からであるOまた､｢近頃の娘 (夕子一筆者)は､早熟さをましてきている く中略一筆

者)｡田舎娘らしい素朴さと､まだ うぶなものが感 じられ (中略一筆者)､成熟 した女の匂いを

たぶんに発散 している｡(中略一筆者)考えようによっては､父親と相談して､遊郭へ身をしず

める決心ができる娘であった｣6)から､夕子は遊郭に入ることには微塵も暗い印象はなく､割

り切った気持ちで働くことができる｡そして､夕子が水揚げをして金銭を得たときは､｢お母は

ん (かつ枝-筆者)のおかげでこんな仰山のお金いただけましたoお-きに､ありがとうござ

いました｡あたしは､すぐ､与謝のお母はんに､これを送ったげよ患いますねン｣7)と言って､

恨み宮のひとつもない｡ここに夕子自身の苦悩や悲哀などは見られず､家族のために頑張って

いる姿が見える｡夕子が家族のために娼妓として遊郭に入って働き､家族を貧困から救い出す

ことができれば､それが夕子の幸せにも繋がるOここに､自らの不幸を救 う 《自己救済》の心

持ちが見られ､それが率福感を感 じることに繋がるのである｡

次に､一般論 として娼妓達は互いにライバルとして陰に陽にしのぎを削ると思われる｡ しか

し､本作品では､その常識に反 して皆姉妹のごとく描かれているOすなわち､新入 りの夕子に

対して同僚の娼妓達は皆好感をもって迎え入れ､夕子が客を取って稼いだときは､同僚達から

温かい微笑を貰った｡このような情況は 『警世通言』の第三十二巻である 『杜十娘怒沈百宝箱』

および老合の 『三日月』などにおける遊郭の娼妓達の悲惨な運命の描き方とは違 う｡また､夕

子が死亡したときは ｢かつ枝は涙を両頬にいくすじもったわらせ､ぬぐお うともしない｡娼妓

たちは､こっくりうなずいて､かつ枝の説得に同調をしめした｣ 等)O水上はこのように､夕矛

横を温かい家族的なものとして描いているが､なぜなのかOそれは､水上が寺を脱走 してから

京都五番町の遊郭に通い詰めていたことや､また満州に渡ったとき､そこの遊郭の娼妓 と気持

ちが通い合った体験から､遊郭は家庭的で温かい所であるとい うイメージを持っていたからで

はないだろうか｡

同時に水上は､夕子とかつ枝とい う関係からも何かを暗示していると考える｡ ｢浄昌寺とい

うのは伊作を葬った樽泊の菩提寺の名であった｣9)伊作の菩提寺が浄昌寺､そ して夕子の名付

け親が浄昌寺の和尚､かつ按は､これは伊作が夕子を引き合わせてくれたに違いないと思った｡

また､夕霧榛の夕と同じ字の夕子､これも何かの因縁かと思い夕子を自分のところで引き取 り､
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夕子に親 しみの念を持ち続けるO夕子を竹来遊濃に水揚げさせたのは､遊郭圭としてのかつ按

のしたたかな計算もみえるが､かつ枝は夕子を始め遊郭の娼厳達にとっては母親同然の存在で

あり､それだけの愛情を娼妓達に注いでいる.｡

以上のように､水上が描いた夕子達娼妓は不率な身ではあるが幸せに過ごしているQ不幸の

幸ということを水上は示したかd3たのではないだろうか0本作品の娼妓達は ｢明るく｣播かれ

てお り､そこからほ女性の ｢車福感｣が認められ､恨み､憎しみ､金銭欲､確執などは見えな

い｡夕子は慈悲と寛容とい う精神で入間の藩､醜､罪､歓を酎 ヒしているのではないだろうか｡

『飢餓海峡』 (1962年)の八重と､『越前竹人形』 (1963年)の玉枝も娼妓と同じように水上は

描こうとしたのではないだろうかOここには､水上文学の重要な特徴であり根本的な思想があ

ると考えるO

遊女によって､人間はいかに貧困であり､ポロをまとっていても､美しい心のもち主で

あ れ ば､人にダイヤモン ドのようなありがたい教えをのこしうるものだということを､今

こ こ で考えたりするのだが､これとて正眼国師篭¢)に叱られるのである｡宅中略-筆者)この

世 に醜も美も､浄も不浄もありはしないO本来が空相なのである｡それを､何かと色眼､

色心で､よけいなことを案体と風間遵えて､私たちは愛憎分別の世界を生きるo H)

娼妓となった夕子であるが､そこに見たのは苦難や悲哀ではなく､幸福感である｡自分の心

の中ですべての悲しみを希望に置き換えて解消している｡だから､貧乏でも､富裕でも､苦難

でも､幸福でも ｢本来無一物｣ 糊の精神で物事に執着 しなければすべて解消できると考える凍

上の根本的な思想がそこにあるのではないだろうか｡すなわち､｢本来無一物｣の精神を持てば､

薄幸の中で生きる女性は 《自己救済)の観念で救われることを水上は語っていると考える｡

また､夕子は夕霧接に着いたその晩に早速､風間寺にいる正順に ｢両腕でかくすように-ガ

キを奮いで ｣ 13鳩 分の居場所を知らせた｡娼妓に身を置いても､京都に行って正順に逢いたい

という--一心が､夕子を娼妓にさせる覚悟をさせたのだとも言えるO 水上はこのような一途な女

心の夕子を描くことによって､幼馴染みの淡い恋心が深い愛情に昇華して､やがては仏の住む

｢あの世｣ まで続くことを書きたかったのかもしれないO

二 男性の心の救済

1節では､水上は苦難や悲惨などの運命を気にすることなく､慈悲､寛容､犠牲､奉献など

の精神を持ち合わせていれば､苦難などから 《自己救済》できるとの考えを持っていることを

明らかにした｡それならば､女性は他人である男性をいかに救済できるかとい う疑問が次に生

じる｡そこで水上文学における性および女性の役割を考察 してみよう0
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水上は､｢貧困の谷間で生まれ出た子たちも性に目覚める頃に都に出て最初に肌をす り合わせ

た女性は 60パーセン ト,あるいは､70パ-セン ト遊女でした｣ 14)と述べているが､本作晶で

は京都に出てきた正順と娼妓夕子の間には性的関係は見られない､｡通常､性交渉は男性にとっ

て欲望の充足を目指すが､水上はそれと違 う意義づけをしたのはなぜだろうか.

尾形ゆき江は ｢暗い性がもたらす悲劇を描いた作品J15)と解 している｡尾形は水上の 『五番

町夕零楼』などの作品には性の明るさが少ないと許 したLl正順と夕子はプラ トニックな愛であ

るが､自殺 したことから荒涼と孤独しか見られないと尾形は解 したのではないだろうかQ しか

し､性交渉がないとい うことは悲劇なのだろうかO遊郭夕霧横の娼妓達は春を売ることを商売

として割 り切って働いているとし､夕子の水揚げ相手である竹末甚造との直接的な性描写もな

く､また夕子の想い人である正順 とは性的関係のない設定をして ｢明るい性｣の舞台として措

いている｡

夕子は正順のすべての悲哀を一身に受け入れて床の中でただ抱きしめている｡ これについて

千葉俊二は､｢愛とは先ず性の問題である以前に骨肉の情 として意識せ られたのであろう｡夕子

はそうした作者の心情から形象化 された一丸の永遠女性であったといえようj16)と述べている｡

水上の性の観念とは何なのか｡性描写がないのは水上の女性観から来ていることなのか｡水上

の女性観の何が男性救済に結びついても′､るのか｡ここでは,以上の疑問について考察するO

野口武彦と水上の対談に､｢母性｣と ｢娼婦性｣は対立するものではなく補 う部分があるとする

以下のコメン トがある｡｢僕 (水上-聾者)も対立しているというふ うには考えておりません｣17)

というように､水上は母性 と娼婦性が繋がっていることを肯定 している｡ 男性は女性 と性交す

るときは母親のぬくもりを思い出すのかもしれない｡言い換えれば､娼妓は母親として男性の

心を温かく包むのである｡ また､正順にとって夕子は心の救済者であろう｡そこには崇高さや

尊敬が満ちている｡ したがって､水上は男性が女性 と性交することは描写 したくない｡夕子と

正順が性交したならば､水上の母性に対する気持ちが傷つけられるからである｡相手の崇高さ､

尊敬などが破壊されるかもしれないのである｡これが､本作品に性的描写がない理由の一つだ

と考える｡

それから､遊女が菩薩として描かれている点も注目される｡水上は禅寺に入ったが､そこか

ら脱走した｡その後五番町の遊郭に行き､そこの醜い娼妓 と性行為をした｡水上の友人はその

娼妓に水上が淋病にかかったと冗談で話した｡そうしたらその娼妓はわざわざ薬を持って水上

を見舞いに来たOこれについて水上は､｢女性は弥勘菩薩である｣ 18)と書いている｡

また､夕子の名前は､浄昌寺の和尚が付けたものである｡そのことは夕子が 《仏の代位》で

あることを暗示しているのではないかOまた､夕子の ｢右肩のな､ちょっと下から脇の毛工の

とこ-かけて､百粒ぐらいもあるやろかOえらいゴマがふいとる｣ 19)とい う身体の描写は､～

般的な女性ではなく､珍 しい身体であるO凍土は夕子が特別な身体､あるいは人間ではない身

体を描いたのではないか｡夕子は ｢仏の女｣であることを暗示させていると考える｡ 水上は､
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夕子が ｢弥勧菩薩｣であり神聖であることを書こうとしたのではないだろうか｡

それならば､｢弥勘菩薩｣としての夕子は正順と性的関係を持たないのに､どうして正順 と付

き合ったのだろうか｡夕子は正順の苦痛をよく知り同情 しているから､正順のためにも金銭を

稼いでいるOその正順は登楼 しても､いつもただ夕子の側で静かに寝て行くだけである｡その

ときの夕子は母性と娼婦性そして仏性が重なっており､慈悲と愛情で正順の心を救済している

といえば合点がいく｡自分が生きて行 く上で､吃音であるために､正常で入間的なものを求め

たが拒否された正順にとって､自身の劣等感､悲惨な寺院での生活､抑圧された性欲などのた

め､欲､悪､不満などが蓄積 して-種の罪になっていると思われる｡だから､正嫡は夕子と会

うことで性的充足を求めているわけではなく､正順の抑圧された心を夕子に受容されることで

罪が浄化され､女性を愛しく感 じることができたのではないだろうかoあえて性交渉のない描

写をしているのは､女性の救済する役割を強調していることを暗示していると考えれば不思議

ではない｡このように夕子は正順の心を救済しているのであるL, すなわち､男 性 は 遊 郭 に 行っ

て女性を抱くことではなく､抱かれることを望んでいるのである｡ 男女両性間において､最後

まで性的関係がないとい うことは異常なことであろうか｡

なお､夕子は竹末甚道や ト.･-げんの客｣とは嫌がることなく性的関係を持っている.,これは

娼妓の宿命として覚悟のうえで金を稼 ぐ目的で商売上の惟行為であるO この場合は愛などのな

い欲情の世界である｡水上はこのように遊郭の性的関係のある ｢常識ーj と性的関係のない ｢非

常織｣の両方を描いているOこれはどうしてなのかOそれは水上の体験にもとづくものではな

いかと推察するJ遊郭は性的関係を持つ所であるが､男性がそこに通 うのは､ただ単に女性 と

性行為をLに行くだけではなく､そこに心の安らぎの場を求めて行く者 もいるということであ

る｡

本 作 品 では､男性を見棄てておけない母性愛のような夕子の幸福感がにじみ出ている｡その

根 底 に あるのは､夕子の慈悲の心で人を救済 しようとする仏の心があるのではないだろうか｡

慈悲と寛容の母性愛によって､女性の自己苦難の救済と男性の心の救済の両方がかなう｡これ

は､水上が ｢十八歳で童貞を失ったんですけど､(中略一筆者)べつの喜びと感動｣ :(11があった

という気持ちの裏返しであると思われるoつまり､母性を犯した罪悪感はあるが､心を救済さ

れた喜びと感動は別 であるということである｡

増車に悩み､色に惑 うのは人間の本質である｡悩み惑い続けることから､悪が生起してくる

かもしれないO自らの煩悩の熱い炎に焼かれ身悶えしながら､なお人間の真実に迫ろうと水上

は､一筋の光明を求め ｢般若心経｣ を一休和尚に問い､正眼国師に学ぶ｡その苦悩の果ての悟

りとは､のたうち回り自らを ｢愚かだ｣ と言い､這いずり回ってその生を生き抜き､水上は真

実を探 し求めているC社会的に虐げられている娼妓は､最高の人間性を悟っているのではない

か｡だからこそ水上は､無名の庶民の底知れぬ遺恨を代弁しながら､女性を ｢仏性｣にまで昇

華することができると考えるものであるo

-126-



現代社会文化研究No.45 2009年 7月

3 水上文学の原点

l節と之節において､娼妓の 《救済》について考察 したが､それは娼妓である夕子が深い人

間性や仏性をもって､自己と男性を救済したとい うことである｡水上は薄幸の女性を描いたの

でなく､幸福な女性の姿を示 しているのである｡このような水上の考え方はどこからきている

のだろうか｡その疑問を解明したいと思 う｡水上は慧能に注目しているので､そこに手掛 りが

あると考える｡

水上は禅寺の小僧だったので､｢『語録』も 『経』も､身をしつけられる思想もみな中国の先

覚達の発想 だ っ た ｣ 紺 とい うように､年少の頃から中国の禅に親 しんでいる｡だから､中国禅

宗第六祖 薯 能 32)の ｢壇経 ｣ などを､｢わきにおいて､勝手に空想 して｣33㌔ 中国の禅について良

く学んでい る｡ ｢慧 能 は 労 働禅を追究している｡その思想も頓悟禅だから､弁証法的に容認され

たのかもしれ ないQ貧家で母思いだったとい うことも正面教材の丸だろう｣ 24)とい うよ うな言

葉からすると､慧能の思想が水上に影響を与えていると考えてよいだろう｡

慧能は､朝廷の寵愛を受けていた｡女皇武則夫は詔書で崇敬の念を表 しているO中国古代の

詩人王経の 『六祖慧能禅師碑鴇』､柳宗元の 『曹渓第六祖賜大鑑禅師』､劉南錫の 『曹操六祖大

鑑禅師第二碑井序』などに慧能を褒め称えた詩がある.｡その慧能はある日 ｢金剛経｣ の読詞を

聞いて出家を思い立ち､東山の五祖弘忍の下に参じたが､文字が読めなかったために行者とし

て寺の米つきに従事 したOだが､｢音経本無樹､明鏡亦非台､本来無一物,何処惹金塊｣25)と ｢偶 ｣

を詠んだ｡つまり財産一切なし無一物の世界､すなわち､存在するすべてのものは空であるか

ら､執着､煩悩もなく生死さえもないとい う意味で､この世の一切のものから自在になる心境

をいう｡また､慧能は多くの学僧の米を鴇く修行のため大石を腰にくくりつけて重しにしたの

で､腰と足に腫れ物が出た｡それを見た弘忍大師は ｢汝､供養をなすに腰 と足を損 う｡ 痛めし

ところ如何 ｣､慧能答えて日く､｢身有ることを見ず､たれかこれを痛といわんo(中略一筆者)

身を思わずにおれば､痛くはないものです｣ 26)Oこの教えは､水上の羽 酉時代の心の塵 となっ

ただろう｡凍上自身も､｢便所壷は一月に二回ほど汲まねばならなかった｣27)苦労をし､また尊

を脱走した後は仕事を転々としたので､慧能の ｢本来無-一物｣とい う教えは身に沌みるのであ

ろうo水上はこの ｢本来無一物｣の精神で､苦難や怨念など何にも拘泥することなく幸福にな

れる 《救済》の観念を本作品で描いたものと考えるO

次に､水上の 『｢般若心経｣ を読む』に､｢死 して百日紅や椿になる｣とあり､そして､本作

品の重要な場面に百日紅が描かれているのでこれ(.こ注目してみる.水上は百日紅に何か特別な

意味を込めているのかO｢あのお寺はんは､うちらァのいた三つ股のお寺はんどしたやOきれい

どっし寧ろ｡百日紅がさいとります｣ 職 ､｢桃いるの百日紅の花のかたま りをのぞかせてかすん

でみえるO伊作の葬式をすませた寺であったj29)､｢ながいこと､浄昌寺の墓場に百日紅が咲い

とります｣ 30)など､墓場における百日紅の描写がある｡そ して､正順が亡くなり埋葬 された墓
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地で､夕子は正順の後を追 うようにして命を落とし､その墓地で百日紅が咲き乱れ散っている

描写があるO人間の最終的な落ち着き先は墓場であり､その中で夕子と正順は死して､人間の

欲､罪､不幸などを浄化されて新たに生まれ変わったと言えるのではないだろうかC

片桐夕子は彼岸花を紅く熟め抜いた浴衣を着て､黄色い三尺をしめていたo病院を出た

ままの装である｡持ち物は何一つ無かった.,百日紅の根もとにうつ伏せになって倒れてい

たが､睡眠薬をのんだものらしく､傍 らに一枚の白い薬包紙が落ちていたO宅中略-筆者)

すでに､百日紅の下には蓮が敷かれていて､夕子の死骸は仰rFLi】に寝かされ､花柄の浴衣の

裾前が､きれいにかきあわされてあった｡3i)

このように､百日紅の花に優 しく包まれるように死した夕子は､《自己救済と救済))を会得 し

たのに､水上はなぜ夕子に死の結末を与えたのか._〕水上にとって死は ｢空｣ とい う意味がある

のか｡水上は､｢般若心経｣の世界は ｢空｣ であることを肯定している32㌔ そのことは本作晶の

性欲､食欲､財産欲､名誉欲などであり､また､人間の幻想でもあるが､最後は無になってし

まう ｢空｣の世界で､つまり r色即是空｣であり､欲などはまさしく空になってしまう､〕

人生を富裕にすごす人も､貧乏ですごす人も死ぬば棺は二尺五寸である｡(中略一筆者)

死人は棺に入ると､すぐにさんまい谷-はこぼれて穴の中に落とされるO (中 略-筆者)死

人から死人-､根の先をのばして網になっとる｡これは､ぐるりに生えとる椿と百日紅や｡

樹の花は､死人の肉が根から栄養になって､咲いとる｡ 33)

この言葉は､大工で棺桶も作っていた水上の父の言葉である｡つまり､貧富にかかわらず ｢死

ねば棺は二尺五寸｣に納められ皆平等になるということであり､そして ｢死人U)肉が根から栄

養｣とは､死人の心や精神のことを指 し､それが締麗な百日紅を咲かせるのである｡そうする

と､苦難といい､幸福といい､富裕といい､貧困といい､何にも拘泥しなければ良いことを水

上は示したのではないか.｡水上は人が死んでしまえば｢いろいろの思わくも離れて生滅もない0

このように､自分の周囲をいちいち明らかに照らしてみることを名づけて一切の苦厄を度すと

いうのである｡自ら悩む分別の苦を幻夢の如く､空重の如く､一切分別の影とわかれば､あり

のままで空なるがゆえにである｣ 34)とい うように､これは空の世界である｡

性についても同じであるO遊郭において､女性は男性の快楽の対象であり､性欲を達成する

場であり､その性欲は煩悩である｡欲は自己を持っており､結局自己とい うか自我を持つこと

は苦に通 じる｡すなわち､苦の根拠に我 ･自我があるわけで､欲から苦が生じそれが色である｡

人間は欲を捨て自己に打ち勝つことができれば､また性欲からも抜け出すことができるのでは
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ないだろうか｡

なお､百日紅は､水上にとって特別 な 花樹である,_, すなわち､水上が京都の寺に小僧 として

入ったが､｢寺の生活はきびしく､若狭の 母 の ことばか り頭にうかべて泣きくらしたが､(中略

一筆者)表庭の百日紅が淡桃の花を咲かせたのをみて､私は､また母や菩提寺のおばさまのこ

とを思って泣いたものだ｣甥と書き記 しているように､百 日紅には凍上の幼い日のせつない思

い出がつまっている｡

｢山かげになってますけど､入江へ舟を出すと､よう見えるンどすねやO百日紅ちゅう木は

つるつるにすべる背のひくい木イどした｡正順さんも､あたしも､お墓の石塔に足のせて､よ

う木 イ-のぼって､和尚さんに叱られましたンおぼえてますo｣ 36)と､百日紅は夕子と正順 とを

重要な場面で結びつ け て い る｡そして､｢死人から死人-､根の先をのばして網になっとるQ｣37)

とい うように､夕子の慈悲の美しい心が百日紅によって暗示されていると思 う｡また､百日紅

は､夕子が菩薩になって正順の欲や悪などを浄化した後の象徴的なものとして描かれているの

ではないだろうか｡

身や心を考えるようなことは真っ向から否定 したO浄も積 もともに否定 した｡ したがって､迷

も悟 もないのである｡積の中に浄があり､浄の中に積があ り､悟 りの中に迷いがあり､迷いの

中に悟 りがあるとい うのである｣ 喝と､Å間が何も拘泥 しない方がいいと言 うことを強調 して

いる｡このように水上は､慧能の思想を自分の作品に反映させていると思われる｡それは､物

質が存在 しているかどうかは人間の心の問題であるとい うのと同じである｡

水上は､｢共産主義の中国の今日でも､慧能が労働につとめて､真理に立ち至ったことは評価

されているようで､案内者は弁証法的に慧龍神を説いてくれたことが記憶に残っている｣判と

述べたように､物質は形で存在するが､弁証的に慧能禅の精髄が納得できると思 う｡ これは毛

揮発が言った慧能禅の ｢彼 (慧龍一筆者)は主観能動性を強調 していた｣ 叫からきているので

はないだろうか｡つまり､人間の目で見ると､存在 しているものは形でも､性質でも変わるこ

とはないが､心に通 じて存在 しているものは増え､あるいは広くなることはあるQ しかし､鏡

に映ったのは少しも広くなったりはしない｡水上は ｢六祖の鏡のたとえのように､本来にそ う

いう蟻意､食欲をもつ入間なので､そのままそれでよいのであるo元来､何 もないのである｣叫

と膏ったOもし入間は鏡のように､｢照らすままに照らす､自在なるものであるj喝とい うこと

ができれば､菩薩になることができると思われるO夕子は水上が表現 した理想的な人間であり､

それが菩薩ではないのかと考える｡

そ うすると､水上の作品は､人間の苦悩や苦 難を明らかにしたのではなく､人間の心の慈悲

と寛容とを表現していると考えられるっ人間の苦悩や苦難の背後に慈悲と寛容の心が見えると

説くところは､水上文学に禅の思想の原点であるのではないだろうかO

貧 しい生活を送っている人々が生きる上での美 しさ､つまり慈悲と寛容の心を持っていれば､
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どんな苦難があろうとも幸せな気持ちで過ごすことができる｡世俗の功名利禄を忘れて精神を

豊かにして過ごすことは､入間として正直な生き方であることを､水上は明確に説いているO

｢六祖慧能大師は文盲の身の稚夫でありながら､一日､金剛経を説く人が町の辻にいたことが

縁で､その日から禅に入られたときいたからである｣ 43)と水上が述べるように､慧能は労働者

であり､また､文盲であるが､禅を悟ることができたL,つまり､貧乏人でも禅を悟ることもで

きるo Lたがって水上は､夕子も禅が悟れることを描いたのではないだろうかOここから､水

上の ｢徹底的な貧困者を舞台とする決心｣44)を読み取ることができるO だから､凍上は､貧困

者の生活を現 しているだけでなく､貧困者のために最大限の改善ができるように全力を尽くし

ていると考えられる｡;水上語録は､人間における仏の自覚を､自己救済の道程とかんがえてい

るのではないだろうか345)ということは､水上文学は丸々の心に深宅影響を奪えるのではない

かと考えるO

4『雁の寺』

3節では､水上文学の原点が慧能の思想にあるとの考察を行った｡ここでは､それを証明す

るために 『雁の寺..二,]を検討 したい.｡

木村光一は､｢里子の不安とおびえを鋭く感知して､まるでそれによって憎悪の世界の体験を

楽しむようにである｣ 46)と述べているように､｢不安｣ や ｢怯え｣などは感 じるが,｢楽しむよ

うに｣生きている里子は､『五番町夕霧楼』の夕子に似ているのではないか｡『雁の寺』におい

ても慧能の ｢本来無一物｣の思想がどのように暗示されているか考察したいO

水上は 『雁の寺』で､林養賢をモデルとした慈念とい う人物を設定しているQもう一人の主

人公である桐原里子は､｢孤峯庵の庫樫の内妻に入った理由を分析 してみると､まず経済的な辛

情が作周している｣47)とい うように､生活のために身体を売ったのは夕子と同じであると思う｡

表面的に見ると 『雁の寺』では､陰気な僧侶の生活などが描かれており､水上が僧門を批判 し

ている動機が分かるo Lかし､分からないのは､里子が和尚の慈海と性行為をしたとき､｢慈念

のように思われた缶しかし､それは何でもない影のようでもあった｣卿とはどういうことか｡

また､里子が慈念に対して､｢なんでもあげるoうちのものなんでもあげるj49)とい う意味は何

かOまた､私は､慈念の ｢捨吉｣ という名前に注目している｡｢捨吉｣という名前は日本古来の

含意があるが､tl一切無.｣になることによって､新たな幸せをつかむことができるとい う意味で

もある｡ここに､禅の思想の深い意味があると考える｡このように､『雁の寺』においても､慧

能の禅の思想の影響があらわれているように思われるO

『雁の寺』､『五番町夕霧楼』および 『金閣炎1.._1二』は､根底において慧能の禅の思想で繋がっ

ているように思われる｡『雁の寺』における里子の運命は､『五番町夕霧楼』の夕子より幸福で

あるか否か｡僧房の中で生活している里子は､慈海の性欲の道具のようなものであるO その意
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味で､狭い僧房の里子の世界は､遊郭での娼妓達の世界と異ならないだろう｡だから､里子は

自分の境遇は気にならないo｢慈念の日課は､朝五時起床｡洗顔｡勤行O飯炊き｡それがすむと､

庫樫の台所に葵産を敷いて朝食oA時単に寺を出て､山道から軽馬口に出るo千本通 り､北東

路の大徳寺の西隣りにある紫野中学に通う｣ 58)と苦しいO里子は､そのような慈念に同情 して

母性愛が芽生えたのではないだろうか｡なお,里子が慈海 と性行為をする時は､慈念を想像 し

ているO慈海に抱かれながら慈念を思い､凝れだと感 じているoだから､里子の母性愛で ｢胸

もとにつきあげてくるような愛しさがあった｡それをこらえきれないままに里子は不意に慈念

を羽交い絞めに抱きしめていた｣ 51)とい う衝動が起きたのである｡

そ うすると､｢なんでもあげるO うちのものなんでもあげる｣ 期とい うのは,里子が慈念の

救済ため､自分の全部を捧げたいという気持ちがあったのではないか｡水上はここでも性のこ

とだけではなく､慧能の禅の思想を取り入れて里子も慈悲のような仏性を持っているように描

いたのではないかと考える｡

また､水上が 1971牢に戯曲化した 『雁の寺』は､小説 『雁の寺』の主題を絞 り込んで書い

たように考 えるO水上は ｢隠寮の部屋の床に掛軸､『本来無-物』｣ 53)とわざわざ書いたのは,

慧能の思想を目指したからではないだろうかO

里子は慈海の内妻であるが､運繭的には悲惨であり､その面では ｢孤峯庵では孤独であった｣ 54)

という慈念と同じである｡しかし､里子は 《自己救済》ができていたのである｡

苦しゅうても､楽しゅうがまんできる場所に生きてることがしあわせとちが うやろかO

(中略一筆者)人間にはな---いろいろの幸福があるのんとちが うやろか｡--リ｣､つち

やい時から､お母ちゃんに､甲斐性のないお父ちゃんやと､お父ちゃんのこと､阿呆み

たいに教えられてきたけど--･四十年も､ここで､膏薬つくって売ってはるお父ちゃん

-･･･いくら貧乏やい うても--しあわせかもわから-んやろ｡外をみたらきりがないわ｡

よそみたら､それ自分らだけ不幸に思えるかもしれんけど､自分の足もとが､いつもた

のしゆうみえてなんだら､いつも不幸やんか｡･--貧乏でよいやんか｡お妾でもよいや

んか｡博 略-聾者)(奉せ-筆者)その人の心の中にしかあら-ん､ぬくみ や ん か 0 55)

以上の文は､慧能の ｢本来無一物｣の精髄を明らかにしている､中国禅宗の精神である｡ す

なわち､｢本来空｣､万象は実有ではなくて本来仮の存在であるから､一物として執着すべきも

のはなく､一切のものから自由自在であるとする ｢本来無一物｣ の思想があると考えられる｡

里子も夕子もこのような考えを持って自己と他人を救済していることを､水上は描いたのでは

ないか｡

また､水上は慈念､正順､養賢に対してどんな考えを持っているか｡慈念の ｢捨吉｣とい う

俗名に深い意味があるのかO仏教の中で ｢七種捨｣があり､｢三捨一一切食暁等過名之為拾.六日
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胎己楽､施与他人,説之為 捨 ｣ 56)とい うように､｢捨｣とい う言葉は何にも執着 しなく施す意味

があるのではないだろうかQまた､中国禅の､｢捨得｣57)とい うのは捨てると吉を鷺えると考え

られるO実際に水上は､慈念も､正眼 も､林轟賢も社会､運命に対して不満,怨念を鰻てるこ

とが出来なかったので､嚢の章福を得ることができなかったと考えているのであろうOこの問

題は､次の論文において検討 してみようL,

おわリに

本論文では､『五番町夕霧楼』の夕子を中心に水上勉文学の原点を検討 したo私は水上文学に

おける薄幸の女性に注目したが､娼妓である夕子に悲哀はなく､慈悲や寛容の心を持った弥勘

菩薩のような女性 として描かれており､彼女 らの苦難は救済によって解決されていることを明

らかにした｡言い換えれば､薄幸の女性に注目している水上は､女性の精神の深い人間性を振

り起こしたといえる｡夕子は娼妓であるが､その苦難や残酷な生活は描かれなくとも､想像で

きると思われる｡水上は､｢徹底的な貧困者を舞台とする決心｣を持って女性の慈悲と犠牲の偉

さを明らかにしたのである｡ また､水上は､貧 しく薄幸の女性は弥勤菩薩であ り仏性を持って

いると考えた｡弥勘菩薩の微笑みは寛容の心であり､その姿が夕子である｡

次に､『五番町夕幕楼』を中心に､水上の性の観念から水上の創作動機を検討 した｡水上は ｢生

来の女好き｣ 5琵)であると自ら貰 うが､その女性観を分析 しながら､女性が仏性を持っている人

間だとい う拠所を確認 した｡また､夕子は愛情と慈悲で男性の心を救済 していることを明らか

にした｡女性には救済があるという水上の考えの原点は､中国禅宗第六祖慧能の ｢本来無-一･･一物｣

の思想からきていると私は判断 した｡

水上には､小僧の経験と貧 しい生活の体験がある｡ しかし､脱走して還俗 した水上は､仏を

捨てたはずだが､文学に仏のこと､特に中国の禅について書いているO『禅とは何か』(1988牢)､

『酒富記』(1993牢)､『慧能』(1995牢)､そして水上の最後の長編小説 『虚竹の笛一尺八私考』

(1999年)も水上の晩牢の中国禅に関する作品であるOこU.)ように水上は､生涯を尽くして禅

の精神を学んだので､晩年には悟ったと考えるO橋本峰雄は､r水上氏の生い立ちと人生､その

文学のすべては仏教的である｣ 59)と述べているように､水上は作品において､藩織的にまた無

意識的に禅の精神を取り入れた｡ したがって､禅の精神を持っている水上は､貧しい人に注目

しているだけではなく､貧困者の生活を改善したいということが主眼だと考える｡『雁の寺』で

は､水上は里子と夕子も ｢弥勘菩薩 ｣ であるとい う考えを表し､慧能の禅の精神を暗示したと

私は結論 したO水上は実際には富裕や貧困を改善できないが､文学で人間の心を育てて救済で

きると考えたのだろうOこれは水上文学の重要な価値観であるO 水上は中国の慧能禅の思想に

影響 されているので､水上の他の作品も考察 してみたいQ今後は､『五番町夕霧楼』と同じ題材

の 『金閣炎上』における男性の心理を中心に､水上文学の中国の禅について検討する｡また､
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それ以外の作品においても中国の禅の思想 の影響が現れているか検討 してみたい｡
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